
現代応用経済学科ラボラトリ企画シンポジウム 

（駒澤大学経済学部 70周年記念事業-2）開催報告 

 

2019年 10月 5日（土）14時～17時 30分、駒澤大学深沢キャンパス 120周年アカデミー

ホールにおいて現代応用経済学科ラボラトリ企画のシンポジウムを開催しました。本シンポ

ジウムは、駒澤大学経済学部 70 周年記念事業および経済産業省中小企業庁「創業機運醸成

事業」の一環として開催しました。 

テーマは、「商店街×創業＠世田谷」です。世田谷区、（公財）世田谷区産業振興公社、東

京商工会議所世田谷支部、世田谷区商店街振興組合連合会、世田谷区商店街連合会に後援し

ていただきました。 

 

■ご挨拶 

まずは、本シンポジウムの主催者を代表して、現代応用経済学科ラボラトリ副所長の長山

宗広教授から挨拶と企画趣旨説明がありました。次に、経済学同窓会の大場やすのぶ会長か

らの挨拶がありました。総合司会は現応ラボ運営委員の吉田健太郎教授がつとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大場やすのぶ様 

 

 

■第一部 世田谷の商店街と起業の実態 

第一部は、世田谷区商店街連合会会長・烏山駅前通り商店街振興組合理事長の桑島俊彦様

による基調講演からスタートしました。日本および東京の商店街の実態についてデータを交

えての詳しい説明があり、そのうえで商店街の「公共的な役割」について力説されました。

「地域商店街活性化法（平成 21年施行）」に明記されたように、商店街は「地域コミュニテ

ィの担い手」と位置づけられ、「地域社会のプラットフォームとして地域経済の活性化」に



貢献することが期待されています。そこで最後に、学生に向けて、商店街でのリアルな体験

と新しい事業へのチャレンジを呼びかけられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桑島俊彦様 

 

 

●パネル討論 

 続いて基調講演を受け、下記のメンバーのもと、パネル討論を行いました。まずは、パネ

ラーの自己紹介および所属組織の概要についてそれぞれ報告がありました。大塚様からは

「新たな街の魅力づくりとイベントによるシモキタオープンイノベーションタウン事業」、

小塚様からは「世田谷の元祖バル・八幡山商福会商店街の挑戦」、間中様からは「三宿四二

〇商店会の新設と世田谷パン祭り」、小林様からは「用賀商店街 10 年の取り組み」、寺田様

からは「活力ある沿線街づくりにおける鉄道事業者の役割～連立事業を通じた沿線地域との

連携～」、塩沢様からは「楽天グループサービスを活用した地方創生の取組み事例」と題し

ての報告が続きました。そのうえで、「商店街における新規事業の創出とアントレプレナー

シップ（起業活動）」についてパネラー間で議論を深めました。最後にモデレータ―から、

前回の 2019 年度第１回シンポジウムにて提起した「世田谷における創業機運醸成とコミュ

ニティビジネス創出を促進する地域プラットフォーム案」が再度示され、そのモデルの具現

化において商店街の「公共的な役割」に期待したい、との総括がなされました。 

パネラー： 

大塚智弘  下北沢一番街商店街振興組合 副理事長 

  小塚千枝子 八幡山商福会商店街振興組合 理事長 



  間中伸也  三宿四二〇商店会 会長 

  小林弘忠  用賀商店街振興組合 理事長 

  寺田雄一郎 京王電鉄㈱ 取締役 鉄道事業本部副本部長 

  塩沢友孝  楽天㈱ 地域創生事業ヴァイスジェネラルマネージャー 

モデレーター： 

長山宗広   駒澤大学経済学部教授・現代応用経済学科ラボラトリ副所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

大塚智弘様              小塚千枝子様 

 

間中伸也様               小林弘忠様        

 

 



 

寺田雄一郎様                  塩沢友孝様 


